
研究開発プロジェクト「建屋内遠隔除染技術の開発」
における２Ｆ実証試験の実施について

平成24年12月25日
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1.  2F実証試験に至るまでの背景と目的

背景

原子炉建屋内の除染を遠隔で行う装置を開発することを目的に、研究開発プロ
ジェクト（以下、「国プロ」という）「建屋内の遠隔除染技術の開発」がH23
年12月にスタート。

1F1～3原子炉建屋1階向けの遠隔除染装置の装置製作／工場試験がH25年1～
2月かけて順次完了見込み。H25年6月からの1F3原子炉建屋への投入前に、
構造物配置に類似している2F原子炉建屋での実証試験を計画。

目的

・実機を極力模擬した条件にて遠隔操作／走行性試験を行い、装置の妥当性を
確認すること。

・想定している除染作業手順の妥当性を確認すること。
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2.  スケジュール
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除染装置の設計

除染装置の製作(工場試験含む)

除染装置の実機適用性評価

H24年度

国プロ｢原子炉建屋内の遠隔除染技術の開発｣装置設計・製作工程

2F実証試験

＊エリア調整などの状況により実施プラントを決定

2F実証試験工程（案）
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3.  発電所での実施事項～具体的項目～

遠隔除染装置の実証

②除染作業手順の確認

・除染装置に搭載されたカメラからの情報のみで操作を行い、操作性改
善要否や視野不足の有無等を確認する。

・建屋を一部消灯し、除染装置に付属している照明だけで十分な視野角、
視認性を確保できることを確認する。

・除染台車本体にホースを接続し、負荷をかけた状態での走行性や、
ホースの取り回し性を確認する。

①遠隔操作／走行性実証

・床、壁への除染倣い動作を行い、アーム動作が正常に行われているこ
とを確認する（実際の除染操作は行わない）。

・機器配置完了から除染完了までのワンスルー試験を行い、作業計画へ
のフィードバック、被ばく計画策定に資するデータを採取する。

実証試験にて除染装置に重大な問題点が発見された場合、工場にて改造
を行う必要があるため、汚染リスクの低い2Fにて試験を行う。
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4.  実証試験時のレイアウト計画～2F4の例～

1F3 原子炉建屋1階2F4 原子炉建屋1階

約46m

約
4

6
m

約4８m

約
5

0
m

走行試験範囲

保守/資材仮置

エリア

操作エリア

付帯設備

除染台車

除染装置は工場試験にて装置単体試験、組合せ試験を実施。2F実証は実機での
使用にあたっての妥当性について最終確認を行う機会。
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〈参考〉遠隔除染装置の概要～高圧水除染装置～

 水を高圧で除染対象面に噴射することにより表面を機械的に除染するもの。圧力を高め
ることで、コンクリート面をはつることも可能。二次廃棄物は全て回収する。

格納状態（移動時）

アウトリガー

アーム

ノズル装着部

(未装着状態)

アウトリガー使用状態（作業時）

P

回収タンク(1m3)

フィルタ
（将来オプション用）

HEPAフィルタ

真空ポンプ

給水タンク(0.3m3)

高圧ポンプ

仮設電源

除染装置本体

ケーブル・ホース

汚染水廃棄先（所掌外）

P

制御盤

電工ドラム

R/B
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〈参考〉遠隔除染装置の概要～ドライアイスブラスト除染装置～

 ドライアイスのペレットもしくは、パウダーを除染対象面に噴射し、表面を機械的除染
するもの。ドライアイス自身は昇華してしまうため極めて二次廃棄物が少なく、母材を
痛めにくいのが特徴。本装置はパウダー仕様としており、主に表面固着汚染をターゲッ
トに除染する。二次廃棄物は全て回収する。

進行方向

コンプレッサ

動力線AC200V×1本

LAN×1本、空圧ホース×1本

吸引・分離装置 ドライアイスブラスト装置

クローラ

可動アーム
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〈参考〉遠隔除染装置の概要～ブラスト・吸引除染装置～

 研削材を除染対象面に噴射し、表面を研削する工法。本装置で使用する研削材はスチー
ルグリッド（特殊鋼製の鋭いエッジを持った多角形粒子）であり、噴射後のスチールグ
リッドを回収（二次廃棄物の回収）し、セパレータで汚染と分離した後に再利用する。
なお、本装置は単独吸引モードが可能であり、１cm程度の小さいガレキの回収が可能。

65A回収ホース×100ｍ（20m×5本）

φ19供給ホース×5ｍ

サイクロンセパレータ
付ブラスト機

ブラスト材供給/回収設備

ブロア
50A回収ホース×5ｍ

φ19供給ホース×100ｍ（20m×5本）

第2サイクロン

セパレータ

フィルタ集塵

ユニット

除染台車

レデューサ

65A回収ホース×100ｍ（20m×5本）

φ19供給ホース×5ｍ

サイクロンセパレータ
付ブラスト機

ブラスト材供給/回収設備

ブロア
50A回収ホース×5ｍ

φ19供給ホース×100ｍ（20m×5本）

第2サイクロン

セパレータ

フィルタ集塵

ユニット

除染台車

レデューサ

除染台車 サイクロンセパレータ付ブラスト機 第2サイクロンセパレータ


